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教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジスマホによる性被害を防ぐには？
「
人
工
知
能
は
芸
術
創
造
の

分
野
に
ま
で
侵
触
す
る
の
か
。

人
工
知
能
に
美
意
識
が
芽
生

え
、
自
律
的
に
芸
術
を
創
作
す

る
未
来
は
あ
り
得
る
の
か
」

こ
う
し
た
疑
問
に
取
り
組
む

Ａ
Ｉ
美
芸
研
が
現
代
的
な
施
設ま

を
誇
る
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
を
舞
台
に
摩

か訶
不
思
議
な
展
示
会
を
開
催
し

て
い
る
。

展
示
は
、
美
学
を
人
間
と
機

械
に
分
け
、
芸
術
も
人
間
と
機

械
に
分
け
た
上
で
、
以
下
の
四

つ
に
分
類
し
て
い
る
の
が
特

徴
。一

つ
目
は
、
人
間
美
学
を
人

間
が
作
り
出
す
芸
術
。
す
な
わ

ち
、
通
常
の
芸
術
の
形
態
だ
。

二
つ
目
は
、
機
械
美
学
を
人

間
が
芸
術
で
表
現
す
る
も
の
。

主
催
者
は
、「
機
械
的
美
学
に
の

っ
と
り
人
間
が
作
る
芸
術
は
、

２０
世
紀
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
ア

ー
ト
や
音
列
作
曲
、
視
覚
詩
等

た
ど

に
そ
の
類
型
を
辿
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
人
間
美
学
を
機

械
が
芸
術
表
現
す
る
も
の
。
人

間
的
美
学
に
の
っ
と
っ
て
機
械

が
作
る
芸
術
は
、「
人
工
知
能
が

創
作
し
た
芸
術
」と
さ
れ
る
が
、

「
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
人
間
が
自

動
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
走
ら
せ

て
制
作
し
た
代
物
に
す
ぎ
な

い
」と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
。

最
後
は
、
ま
だ
実
現
し
て
い

な
い
領
域
で
、
機
械
美
学
を
機

械
が
芸
術
に
表
す
と
い
う
こ
れ

ま
で
に
な
い
現
在
進
行
形
の
分

野
。
中
ザ
ワ
氏
は
、
「
機
械
が

自
ら
の
美
学
で
作
る
芸
術
は
ま

だ
実
現
し
て
い
な
い
が
、
わ
れ

わ
れ
が
見
た
い
も
の
、
わ
れ
わ

れ
が
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
位

置
付
け
て
い
る
。
こ
れ
を
希
求

す
る
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー

ト
（
概
念
芸
術
）
や
研
究
者
に

よ
る
展
示
発
表
の
場
と
し
て
観

賞
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
る
。

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
研
究
棟
に
向
か

う
ト
ン
ネ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

は
、
１６
年
に
中
ザ
ワ
氏
が
起
草

し
た
「
人
工
知
能
美
学
芸
術
宣

言
」
が
大
き
く
書
き
出
さ
れ
て

い
る
。
「
人
間
が
人
工
知
能
を

使
っ
て
創
る
芸
術
の
こ
と
で
は

な
い
。
人
工
知
能
が
自
ら
行
う

美
学
と
芸
術
の
こ
と
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
で
始
ま
り
、
「
人

工
知
能
が
有
す
る
認
識
能
力
、

判
断
能
力
、
創
造
能
力
の
一
部

等
は
、
常
人
の
脳
が
有
す
る
そ

れ
ら
を
す
で
に
凌
駕
し
て
い

る
。
人
間
は
人
工
知
能
を
使
っ

て
認
識
し
、
判
断
し
、
芸
術
作

品
の
創
作
を
行
っ
て
い
る
」
と

説
明
し
て
い
る
。

展
示
会
で
際
立
っ
て
目
立
つ

作
品
は
、
Ａ
Ｉ
が
制
作
し
た
レ

ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
画
だ
。
人
間

が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
自
動

生
成
ソ
フ
ト
を
使
い
、

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
筆
致

や
色
使
い
、
凹
凸
な
ど

を
詳
細
に
デ
ー
タ
化
。

Ａ
Ｉ
の
機
械
学
習
で
、

本
物
に
忠
実
に
再
現
さ

れ
た
。

ま
た
、
人
間
が
描
い

た
落
書
き
を
自
ら
学
習

し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
キ

ャ
ン
バ
ス
に
し
て
、
人

工
知
能
自
身
が
考
え
る

落
書
き
を
表
現
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
も
展
示
さ
れ
て

い
る
。
人
間
以
外
の
知

性
の
芸
術
活
動
に
も
注
目
し
、

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
ボ
ノ
ボ
が
描

い
た
絵
画
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
参
加
作
家
は
４５
組
（
う
ち

６
組
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
ボ
ノ

ボ
）
に
上
る
。

１２
日
、
Ａ
Ｉ
美
術
を
テ
ー
マ

に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
中
ザ

ワ
氏
は
、
人
工
知
能
が
作
り
出

す
芸
術
の
可
能
性
に
つ
い
て
こ

う
切
り
出
し
た
。

「
２
０
１
６
年
３
月
、
『
囲

碁
は
芸
術
』
と
語
っ
て
い
た
ト

ッ
プ
棋
士
が
人
工
知
能
に
敗
退

し
た
。
そ
ん
な
彼
は
『
自
分
は

絶
対
負
け
な
い
、
な
ぜ
な
ら
囲

碁
は
芸
術
だ
か
ら
だ
。
自
分
は

芸
術
と
し
て
囲
碁
を
や
っ
て
き

た
。
人
工
知
能
は
芸
術
が
で
き

な
い
か
ら
囲
碁
で

は
僕
に
勝
て
な

い
』
と
言
っ
た
」

人
工
知
能
が
人

間
を
圧
倒
し
た
例
だ
。
こ
れ
に

関
連
し
て
、
機
械
美
学
で
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を

例
に
挙
げ
、
機
械
美
学
に
よ
っ

て
人
間
側
の
美
学
が
矯
正
さ
れ

た
と
指
摘
。
「
人
工
知
能
が
出

し
た
絵
を
、
こ
れ
を
良
い
と
思

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

世
界
が
来
る
と
思
う
」
と
指

摘
。
芸
術
で
も
同
じ
こ
と
が
起

こ
る
可
能
性
に
期
待
を
示
し

た
。「何

を
美
し
い
と
思
う
の
か
。

そ
も
そ
も
美
し
い
と
思
う
心
が

あ
る
の
か
。
人
間
に
し
か
で
き

な
い
は
ず
と
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
本
当
に
そ
う
な
の
か
を

研
究
し
た
い
」。中
ザ
ワ
氏
は
、

Ａ
Ｉ
の
「
自
律
的
」
な
芸
術
活

動
が
可
能
か
ど
う
か
を
解
明
し

た
い
と
意
欲
を
燃
や
す
。

子供のネット上の出会いには注意を 沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
で
初
の
Ａ
Ｉ
芸
術
展

人
工
知
能
美
学
芸
術
研
究
会
（
Ａ
Ｉ
美
芸
研＝

中
ザ
ワ
ヒ
デ
キ
代
表
）
と
沖
縄
科
学

技
術
大
学
院
大
学
（
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ＝

ピ
ー
タ
ー
・
グ
ル
ー
ス
学
長
）
は
１１
月
３
日
か
ら
来

年
１
月
８
日
ま
で
の
日
程
で
、
「
人
工
知
能
美
学
芸
術
展
」
を
沖
縄
県
恩
納
村
の
Ｏ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
構
内
で
開
催
し
て
い
る
。
人
工
知
能
の
芸
術
作
品
を
一
堂
に
集
め
た
展
覧
会
は
全

国
で
初
め
て
で
、
芸
術
・
文
化
、
学
術
界
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

（
那
覇
支
局
・
豊
田

剛
、
写
真
も
）

Ｑ ネットを通じた子供の性
被害の実態は。
Ａ 中高生のスマートフォン

の保有率やツイッターをはじめ
としたＳＮＳの利用が高まって
いることにより、ネットを通じ
た性被害が急増しています。例
えば、女子中学生がＳＮＳを通
じて知り合った「１９歳のイケメ
ン大学生モデル」に裸の画像を
送信させられた。実際には４６歳
の男が他人の写真と偽名を使っ
て成り済ましていたもので、被
害を受けた子供は全国で約１３０
人に上っています。
ＳＮＳを通じて、児童買春や

児童ポルノなどの犯罪被害に遭
った子供は、平成２８年に１７３６人、
だまされたり脅されたりして、
自分の裸をＳＮＳなどで送らさ
れる、いわゆる「自画撮り被害」
に遭った子供は、昨年に４８０人
と、いずれも過去最多です。
Ｑ 被害者は中高生ですか。
Ａ 被害者の約９割が中高生

です。一度ネット上に拡散した

情報は、完全に削除することは
困難です。未来ある中高生のた
めに、見知らぬ人に安易に会わ
ない、どのような相手であって
も「自分の裸や露出し過ぎた写
真を送らない」など、「ネット上
での出会いには細心の注意を払
う」ことを徹底してください。
Ｑ トラブルに巻き込まれた

らどうすればいいですか。
Ａ 万が一、このようなトラ

ブルや犯罪被害に遭ってしまっ
たら、被害を拡大させないため
に、恥ずかしがらずに、一人で
悩まず、すぐに保護者や学校の
先生、警察に相談してくださ
い。保護者は、日頃からスマホ
の利用法について子供とよく話
し、トラブルがあったらすぐ相
談に乗りましょう。携帯電話販
売店に相談して、子供のスマホ
にフィルタリングをかけてもら
いましょう。

人人工工知知能能にに美美意意識識はは芽芽生生ええるるかか？？
従
来
の
人
間
美
学
・
芸
術
の
概
念
覆
す

機
械
的
美
学
を
表
現
し
た
草
刈
ミ
カ
氏
に
よ
る
凹
凸
絵
画
（
右
上
）
と

中
ザ
ワ
ヒ
デ
キ
氏
に
よ
る
三
五
目
三
五
路
の
盤
上
布
石
絵
画＝

沖
縄
県

恩
納
村
の
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
構
内

Ａ
Ｉ
が
解
釈
し
て
描
い
た
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
画
の
前
に
立
つ

中
ザ
ワ
ヒ
デ
キ
氏＝

沖
縄
県
恩
納
村
の
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院

大
学
構
内

幼
児
教
育
無
償
化
の
自
民
党
の
提

言
案
が
ま
と
ま
っ
た
。
当
初
、
保
育

所
に
つ
い
て
は
認
可
だ
け
と
し
て
い

た
が
、
認
可
外
利
用
者
か
ら
不
公
平

と
の
声
が
相
次
ぎ
、
認
可
外
も
対
象

と
な
る
見
通
し
だ
。

０
〜
２
歳
は
住
民

税
非
課
税
世
帯
約
６

千
人
と
し
、
全
体
で
約
１１
万
人
。
月

２
万
５
千
円
を
上
限
に
支
給
す
る
方

向
だ
。

た
だ
、
低
所
得
世
帯
の
保
育
料
は

実
質
ほ
ぼ
無
償
化
に
な
っ
て
い
る
。

上
限
を
設
け
た
と
し
て
も
高
い
保
育

料
を
払
っ
て
い
る
高
所
得
者
ほ
ど
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。

対
象
を
絞
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

今
回
の
議
論
で
抜
け
落
ち
て
い
る

の
は
、
在
宅
育
児
の
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
手
当
を
ど
う
す
る
か
。
今
も

保
育
利
用
者
は
在
宅
育
児
世
帯
と
比

べ
る
と
、
低
い
保
育
料
負
担
で
保
育

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
公
費
補
助
を
受
け

て
い
る
。
今
の
制
度
で
は
、
専
業
主

婦
の
子
育
て
世
帯
が
圧
倒
的
に
損
す

る
構
造
だ
。
こ
れ
で
は
不
公
平
感
が

さ
ら
に
広
が
っ
て
し
ま
う
。

最
も
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
無
料
と

な
れ
ば
、
利
用
し
な
い
と
損
と
い
う

話
に
な
り
か
ね
な
い
。
野
村
総
研
の

試
算
で
は
、
待
機
児
童
解
消
に
は
新

た
に
８８
万
人
分
の
受
け
皿
が
必
要
と

の
こ
と
。
政
府
の
３２
万
人
分
で
は
全

く
足
ら
な
い
と
い
う
話
だ
。

保
育
事
業
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
代
表
の
駒
崎
弘
樹

氏
は『W

edge

』１２
月
号
で
「
待
機

児
童
を
な
く
す
『
全
入
化
』で
あ
り
、

そ
こ
に
財
源
が
使
わ
れ
る
べ
き
だ
」

と
保
育
拡
充
を
主
張
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
幼
児
教
育
の
無
償
化

は
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
者
の
ヘ
ッ
ク

マ
ン
氏
が
就
学
前
教
育
の
経
済
効
果

を
実
証
し
た
こ
と
か
ら
、
主
要
先
進

国
で
幼
児
教
育
の
無
償
化
が
広
が
っ

た
。
ヘ
ッ
ク
マ
ン
氏
が
着
目
し
た
の

は
非
認
知
能
力
を
育

む
乳
幼
児
期
の
重
要

性
で
あ
り
、
そ
れ
は

親
に
よ
る
家
庭
教
育
の
重
要
性
で
も

あ
っ
た
。

今
回
の
無
償
化
の
議
論
は
「
人
づ

く
り
革
命
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
質
の

議
論
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
。「
保

育
所
に
預
け
な
い
と
損
に
な
る
」

と
、
保
育
需
要
が
増
え
れ
ば
利
を
得

る
の
は
、
結
局
一
部
の
保
育
事
業
者

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
光
）

幼
児
教
育
無
償
化
で
得
す
る
の
は
？

『
世
界
は
四
大
文
明
で
で
き
て

い
る
』
橋
爪
大
三
郎
著

世
界
の
四
大
文
明
と
は
、
キ
リ

ス
ト
教
文
明
、
イ
ス
ラ
ム
文
明
、

ヒ
ン
ズ
ー
文
明
、
儒
教
文
明
。
そ

れ
ぞ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、中
東
、イ

ン
ド
、
中
国
で
大
き
く
発
達
し
た

が
、
い
ず
れ
も
宗
教
を
ベ
ー
ス
に

し
て
い
る
。

な
ぜ
四
大
文
明
は
宗
教
を
ベ
ー

ス
に
発
展
し
た
の
か
。
そ
の
理
由

を
著
者
は
、
宗
教
が
個
別
の
言
語

や
民
族
や
文
化
を
超
え
て
普
遍
的

な
内
容
を
持
っ
て
い
て
、
人
類
の

共
通
性
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
か

ら
だ
と
語
る
。

本
書
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー

で
語
ら
れ
た
内
容
を
ま
と
め
た
。
各
宗
教
の
教

え
と
歴
史
か
ら
、個
人
主
義
や
民
主
主
義
、家
族

の
あ
り
方
、

各
種
の
制
度

な
ど
現
代
に

与
え
た
影
響

を
分
か
り
や

す
く
解
説
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
を
理
解
す
る
に

は
、
宗
教
を
補
助
線
と
す
る
視
点
が
役
に
立
つ

と
言
う
。
異
な
る
文
明
に
属
す
る
人
々
が
ビ
ジ

ネ
ス
や
外
交
、
文
化
芸
術
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

る
現
代
は
、
宗
教
を
通
し
て
相
手
の
考
え
方
や

行
動
様
式
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

ま
た
著
者
に
よ
れ
ば
、
文
明
の
特
徴
は
多
様

性
を
抱
え
な
が
ら
普
遍
性
を
強
調
す
る
点
に
あ

る
。
日
本
は
世
界
の
文
明
と
渡
り
合
う
た
め
、

仏
教
や
儒
教
を
読
み
こ
な
し
、
近
代
化
を
進
め

て
き
た
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
近
代
化

の
過
程
を
、
日
本
人
自
身
が
海
外
の
人
々
に
語

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
言
う
。
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
が
た
び
た
び
議
論
さ
れ
る
が
、

文
明
が
宗
教
を
ベ
ー
ス
に
発
展
し
て
き
た
と
い

う
知
識
は
欠
か
せ
な
い
。

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書

８
８
５
円
）

宗教でグローバル世界を理解する

本本
のの
紹紹
介介

榊
原
氏
は
研
究
主
題
設
定
の

理
由
に
つ
い
て
、
２８
年
度
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
な
ど
に

よ
る
と
「
目
的
に
応
じ
て
文
章

の
内
容
を
理
解
し
、
そ
し
て
、

自
分
の
考
え
を

明
確
に
し
な
が

ら
読
む
」
こ
と

に
課
題
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。ま

た
、次
期
学
習

指
導
要
領
で
は

学
習
の
基
盤
と

な
る
文
章
構
造

と
内
容
を
理
解

し
、
そ
れ
を
基
に
自
分
の
考
え

を
持
ち
、
友
達
と
言
葉
を
通
し

た
交
流
・
協
働
活
動
や
教
師
の

指
導
・
助
言
に
よ
り
、
集
団
の

中
で
考
え

を
共
有
す

る
力
を
育

て
た
い
、

と
い
う
こ

と
か
ら
決

ま
っ
た
こ

と
を
示
し

た
。読

解
力

に
対
す
る

資
質
・
能

力
の
中
核

と
な
る
の

が
、
図
の

よ
う
に
、

創
造
的
・

論
理
的
思
考
の
側
面
で
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
思
考
力
を
高
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
感

性
・
情
緒

の
側
面
で

は
感
情
や

想
像
を
言

葉
に
す
る

力
を
求
め

ら
れ
て
い

る
。
他
者

と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の

側
面
で

は
、
言
葉

を
通
じ
て

伝
え
合
う

力
な
ど
対

話
力
を
育

成
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
成
長
す
る

も
の
で
は
な
く
、
有
機
的
に
関

連
付
け
、
有
機
的
に
機
能
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
考
え
を
深
め

る
力
、
深
め
合
う
力
、
考
え
を

共
有
す
る
力
が
付
い
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
情
報
化
社
会
の

中
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

と
し
て
、
収
集
し
た
情
報
と
情

報
の
関
連
性
と
吟
味
。
分
析
、

理
論
の
構
築
と
い
う
も
の
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。
無
目
的
に

読
ん
で
、
感
じ
て
、
と
い
う
の

で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
に
課

題
意
識
を
持
た
せ
、
説
明
文
章

や
文
学
的
文
章
に
お
い
て
、
複

数
の
場
面
や
登
場
人
物
の
行
動

を
比
較
検
討
し
、
自
分
の
考
え

を
持
た
せ
、
小
集
団
で
意
見
交

換
し
、
ク
ラ
ス
全
体
の
意
見
交

換
す
る
中
で
自
分
の
考
え
を
深

め
、
新
た
な
気
付
き
を
持
た

せ
、
自
分
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
せ
て
、
自
分
の
考
え
を
構
築

さ
せ
る
。

さ
ら
に
、
身
に
付
い
た
知
識

・
考
え
を
用
い
て
、
課
題
解
決

へ
と
導
け
る
よ
う
に
す
る
。
ま

た
、
一
方
的
に
教
師
が
進
め
て

い
く
の
で
は
な
く
、
時
に
は
立

ち
止
ま
り
、時
に
は
振
り
返
り
、

児
童
・
生
徒
の
考
え
を
主
に
置

き
、
授
業
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

次
期
学
習
指
導
要
領
で
新
し

く
出
て
く
る
「
考
え
の
共
有
」

は
、
こ
れ
で
の
発
表
（
一
方
通

行
的
）
・
話
し
合
い
と
い
う
と

こ
ろ
で
止
ま
っ
て
い
た
も
の

が
、
一
歩
進
ん
だ
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
互
い
の
考
え
を
認
め

た
り
、
比
較
し
合
う
こ
と
で
、

自
分
の
考
え
を
広
げ
て
い
く
こ

と
。
「
対
話
的
な
学
び
」
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

今
回
改
定
さ
れ
る
学
習
指
導

要
領
は
小
学
校
で
来
年
度
か
ら

移
行
期
間
に
、
中
学
校
で
３１
年

度
か
ら
移
行
期
間
に
、
３２
年
度

か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
。
移
行

期
間
に
お
い
て
は
、
継
続
性
が

失
わ
れ
な
い
よ
う
、
段
階
的
に

進
め
ら
れ
、
現
場
の
判
断
で
全

部
ま
た
は
一
部
を
指
導
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

改
定
の
前
提
に
な
る
国
語
科

の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
が
２
０
１
５
年
に
実
施

し
た
、
国
際
学
習
到
達
度
調
査

（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
結
果
だ
。
複

数
の
情
報
や
資
料
を
比
較
検
討

し
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、

答
え
を
導
く
と
い
う
思
考
重
視

の
問
題
に
対
応
で
き
て
い
な

い
。
ま
た
、
回
答
が
筆
記
で
は

な
く
、
パ
ソ
コ

ン
な
ど
を
使
っ

て
、
入
力
す
る

形
式
に
日
本
の

児
童
・
生
徒
は

慣
れ
て
い
な
い

こ
と
が
成
績
の

不
振
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

具
体
的
な
改

善
内
容
と
し
て

教
科
の
目
標
の

改
善
を
挙
げ
て
い
る
。
言
葉
に

よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、

言
語
活
動
を
通
し
て
、
国
語
で

正
確
に
理
解
し
、
適
切
に
表
現

す
る
資
質
能
力
を
育
成
す
る
三

つ
の
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

①
知
識
お
よ
び
能
力
に
つ
い

て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
国
語

に
つ
い
て
、
そ
の
特
質
を
理
解

し
適
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
②
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
等
と
し
て
日
常
生

活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の

中
で
伝
え
合
う
力
を
高
め
、
思

考
力
や
想
像
力
を
養
う
③
学
び

に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
と
し

て
言
葉
の
持
つ
良
さ
を
認
識
す

る
と
と
も
に
、
言
語
感
覚
を
養

い
、
国
語
の
大
切
さ
を
自
覚

し
、
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
能

力
の
向
上
を
図
る
態
度
を
養
う

�
�
と
し
て
い
る
。

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
菊
池

氏
は
、「
な
ぜ
授
業
改
革
が
必
要

な
の
か
。そ
の
答
え
は
、目
の
前

の
子
供
た
ち
の
中
に
あ
る
。
一

人
一
人
の
内
な
る

声
に
耳
を
傾
け
、

つ
ま
ず
い
て
い

る
、
苦
し
み
に
寄

り
添
い
た
い
。
そ

こ
か
ら
授
業
改
善
は
始
ま
る
。

物
語
を
説
明
文
を
読
む
っ
て
、

楽
し
い
。み
ん
な
で
意
見
を
出

し
合
う
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
発

見
が
あ
っ
て
面
白
い
。こ
ん
な

書
き
方
を
す
る
と
、分
か
り
や

す
い
ん
だ
。
そ
ん
な
学
級
に
し

た
い
も
の
で
あ
る
。
変
化
の
激

し
い
未
来
社
会
を
生
き
る
子
供

た
ち
に
と
っ
て
、
必
要
な
国
語

能
力
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
」
と

現
場
に
携
わ
る
教
育
関
係
者
に

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
所
主
催
の
「
活
用
力
を
高
め
る
読
解
法
の
研
究
」
を
主
題
と
し

た
発
表
会
が
、
こ
の
ほ
ど
、
東
京
都
中
野
区
の
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
開
か
れ
た
。

同
研
究
所
は
全
国
国
語
教
育
研
究
会
の
付
属
機
関
と
し
て
、
教
職
員
の
退
職
者
な
ど
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
現
場
で
生
か
せ
る
研
究
発
表
・
講
演
を
開
い

て
い
る
。
研
究
発
表
で
は
同
研
究
所
の
榊
原
良
子
氏
が
「
考
え
を
深
め
る
力
・
深
め
合
う
力
を

は
ぐ
く
む
授
業
づ
く
り
」
と
題
し
て
研
究
発
表
、
ま
た
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育

課
程
教
科
調
査
官
の
菊
池
英
慈
氏
が
「
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
た
国
語
授
業
づ

く
り
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

（
太
田
和
宏
、
写
真
も
）

�活活用用力力をを高高めめるる読読解解法法のの
研研究究�ををテテーーママにに発発表表会会
全国小学校国語教育研究所

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
養
う

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
調
査
官 求められる読解力・対話力を育成
菊
池
英
慈
氏

榊原良子氏国語教育研究所員

（８）教 育�第３種郵便物認可�平成��年（2017 年）��月��日（火曜日）


